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この安全・社会・環境報告書の用紙は、環境や地域社会に配慮して
管理された森林から生産されたFSC®認証紙を使用しています。
　また、日本印刷産業連合会が認定する工場のもと、有害な溶剤を
含まないNon-VOCインキを使用しているほか、揮発性有機溶剤を
含む湿し水を使用しない、地球環境に配慮した水なし印刷方式で作
成されています。

　なお、本レポートの原材料調達からリサイクルされるまでのライ
フサイクル全体で発生する温室効果ガスをCO2の量に換算した数
値は、1冊あたり1,500gになります。

1冊あたり

CO2の「見える化」
カーボンフットプリント

https://www.cfp-japan.jp
CR-DD01-18010

1,500g
1部あたり
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 �自然共生社会を目指して 
 P.82

 �生物多様性の取り組み

 �循環型社会を目指して 
 P.80

 資源の有効活用

 �環境関連データ  P.84
 �環境負荷の把握
 環境会計
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持続可能な社会の実現に向け
グループ一体での環境経営を推進します

　京王グループは、「京王グループ環境基本方針」「生物多
様性行動指針」に基づき、環境にやさしい企業集団を目指
しています。環境マネジメントシステムも運用開始から15
年目を迎え、設定した環境目標をすべての職場で達成する
ためPDCAサイクルを着実に回しています。
　鉄道事業部門においては、列車走行時の電力を大幅に
抑制するVVVFインバータ制御装置を大手私鉄で初めて
全営業車両へ導入しましたが、さらに省エネルギー性能の
高い新型VVVFインバータ制御装置の切り替えも順次進
めています。鉄道以外においても、バス、タクシー事業での
ハイブリッド車の導入など、車両の省エネルギー化を継続
的に行っています。

　また、開発事業部門では東京都が定める基準値を上回
るCO2排出量の削減を図ったほか、サステナブルで環境に
やさしいリノベーションの手法を活用した既存建物の再生
など、環境負荷低減に資する事業を推進しました。さらに、
再生可能エネルギーの活用や沿線自然環境の保全、多摩
産材の活用などにも取り組んでいます。そのほか京王プラ
ザホテルチェーンなどでは、紙ストローの使用を開始する
など、海洋プラスチック問題への対応も進めています。
　持続可能な社会の実現へ貢献すべく、今後もグループ
一体となった環境経営を推進し、低炭素社会、循環型社
会、自然共生社会の実現を目指してまいります。

　私たちは、生活に身近な事業を展開していくなか
で、自然の恩恵を継続的に享受していることを認識
し、持続可能な利用や自然と共生する社会の実現に向
け、生物多様性に配慮した事業活動を行います。

生物多様性行動指針

　私たちは、「環境にやさしく」というグループ理念
に基づき、環境問題を地球規模で考え、持続的発展
が可能な社会の実現を目指して、環境保全に配慮し
た事業活動を行います。

京王グループ環境基本方針

リビタが手掛けた
戸建てリノベーション物件

常務取締役
（環境管理責任者）

南　佳孝
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 環境方針概念図

環境マネジメント

・�生物多様性の取り組み
・沿線の緑化
・�環境教育プログラムの取り組み

自然共生社会

周辺環境
への配慮

環境負荷
の把握

環境保全
の推進

・電力使用量の削減
・CO2排出量の削減
・��再生可能エネルギーの活用

低炭素社会

監査・
教育

環境コミュニ
ケーション

推進
体制

環境
会計

循環型社会
・資源の有効活用

 基本的な考え方

　2000年11月に環境基本方針を制定し、環境法令遵守
をはじめ、省エネや廃棄物削減、リサイクル、環境教育の

実施などを推進してきました。その後、環境保全はグルー
プ共通の課題であるとの認識から、2004年12月に「京王
グループ環境基本方針」を制定し、環境マネジメントシス
テム（EMS）の継続的運用を通じて浸透を図っています。

環境方針

 中期環境目標

　当社では、「国連気候変動枠組条約締約国会議（COP）」において、２０２０年以降の地球温暖化対策の新たな指針となる
パリ協定が採択されたことを踏まえ、中期環境目標を更新しました。

目標達成に向けての取り組み中期環境目標

電車の運転用電力を2030年度に
26％削減（2013年度比）

鉄道事業部門

東京都のCO２排出量削減義務（27％）の達成
第3計画期間（2020年度～2024年度）

開発事業部門

新型VVVFインバータ制御装置導入
車内照明のLED化実施　など

照明のLED化など省エネルギー施策の推進
各種クレジットの活用
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［組織］ ［会議体］

社 長

環境経営協議会
［役員協議会］

環境活動推進委員会
［部長会議］

環境管理責任者
［広報部分担役員］

グループ各社
［社長］

グループ各社
環境管理責任者

［役員］

環境リーダー
［課長以上の管理職］

社 員

環境管理責任者（副）
［各部長］

環境リーダー
［各部課長・補佐・担当者］

（電鉄）
EMS監査チームリーダー

［広報部長］
メンバー

［各部課長・補佐］ 社 員

事務局
［広報部企画・環境担当］

グループ社長会

●環境方針設定
●環境目標達成状況の報告

●環境目標作成
●実行計画作成

●環境教育
●計画実行

●目標達成状況チェック
●内部監査の実施

●目標達成のための
　対策・改善策の実行 環境経営協議会

グループ社長会 PlanAct

DoCheck

▶京王グループEMS推進体制

▶京王グループ各社の第三者認証取得状況

 推進体制

　当社は鉄道現業を含めたすべての職場において、
ISO14001を参考に独自のEMSを構築・推進し、環境経
営協議会において経営層へ報告・承認を受けています。 
また、グループ社長会を通じて各社に環境マネジメントを

徹底しています。
　グループ会社では、ISO14001を3社、グリーン経営認
証を6社、エコアクション21を1社で取得し、その他の各
社はISO14001またはエコアクション21を参考にした
EMSに取り組んでいます。

分類 会社名

ISO14001 認証取得（3社）
● 京王設備サービス　● 京王建設　● 京王エージェンシー

グリーン経営認証 認証取得（6社）
● 京王電鉄バス　● 京王バス東　● 京王バス中央　● 京王バス南　● 京王バス小金井　● 京王運輸

エコアクション21 認証取得（1社）
● 東京特殊車体

環境マネジメント
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 監査・教育・コミュニケーション

▶EMS内部監査
　EMSの有効性と社員の自覚を確認するため、毎年各部
管理職1人以上のEMS監査員を選出し、新任監査員は有
限責任監査法人トーマツによる専門教育を受けた後、部
署間相互による内部監査を実施しています。

▶環境教育
　環境意識やEMS理解度の向上など必要性を明確にし
た上で、環境教育を実施しています。

 中期環境目標（P.73）の達成に向けて

▶鉄道事業部門
　2030年度における運転原単位（1車両が1km進む際
に使用する電力量）を2013年度比で26％削減すること
を目指します。2018年度は2013年度比で約8％の削減
となりました。

■ 主な教育実績（2018年度）

▶開発事業部門
　2018年度のCO２排出量は62,209t-CO２となり、排出
基準量の約25％の削減となりました。当社では引き続き東
京都のCO２排出量削減義務の達成を目指します。

名称 時期 対象 人数

京王クリーン
キャンペーン 5月 グループ社員、一般 735名

EMS監査員
養成研修 11月 新任監査員 6名

環境
eラーニング 1月 京王電鉄社員 1,264名

廃棄物管理
勉強会 3月 グループ実務担当者 39名

■ 電車の運転用電力削減推移
　 （2013年度の運転原単位を100とした場合）

■ 大規模ビル9物件のCO2排出量削減実績と目標
　 （東京都環境確保条例の削減義務　第2計画期間）

※車両の走行に関する性能（理論値）に限定して原単位を算出しています。

※�京王プラザホテル（新宿）、京王プラザホテル八王子、京王プラザホテル多摩、京王
品川ビル、京王八王子明神町ビル、京王百貨店新宿ビル、京王聖蹟桜ヶ丘ショッピ
ングセンター、京王八王子ショッピングセンター、2017年度からキラリナ京王吉祥
寺を追加

※�｢基準値」とは、2002〜2007年度のうち任意の連続した3カ年におけるCO2排出
量の平均値をいいます。

（年度）2013 2016 2017 2018 2030
70

80

90

100

（年度）基準年
（2002～2007）

2016 2017 2018 2019

（t-CO2）

65,000

60,000

55,000

50,000

45,000

75,000

70,000

80,000

2013年度比
26％削減

▶CSR・環境コミュニケーション
　京王グループの活動に関する情報は、以下の媒体で 
公表しています。

京王ホームページ

京王ニュース
京王こども百科

基準値に比べ25％削減
2017年度からキラリナ京王吉祥寺を追加
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●上下線一括き電化
　上り線と下り線のき電線（電車に電気を供給する線）を
接続することで、回生ブレーキで発生した電気を他の電車
に最短ルートで送り、電気を送る際の損失低減を図ること
ができる設備です。当社では、2012年に井の頭線で整備
しました。

●駅舎補助電源装置
　電車がブレーキをかけた際に発生する回生電力を駅設
備で使用される電力に変換して、駅の照明や空調、エスカ
レーターなどに供給する装置で、東府中駅、高幡不動駅、
北野駅に導入しています。

 �鉄道における電力・CO2排出量 
削減の取り組み

　鉄道事業では1年を通じて多くの電力を消費すること
から、少ないエネルギーで効率的に動くことができる「環
境にやさしい鉄道」を目指しています。

▶走行用電力の削減
●VVVFインバータ制御装置
　VVVFインバータ制御装置とは、電車の加速力や速度な
どに応じて電圧や周波数を変化させながらモーターを効
率良く動かす装置です。当社では1992年に初のＶＶＶＦ車
両として導入して以降、継続的に導入を進め、2012年に
京王線・井の頭線全営業車両のVVVFインバータ制御化
を大手民鉄で初めて完了しました。2015年から、さらに消
費電力削減効果に優れたVVVFインバータ制御装置への
更新を進めています。2018年度は、8000系2編成、
1000系3編成を新型に更新しました。

▶走行用電力を再利用する
●回生ブレーキ
　回生ブレーキとは、電車がブレーキをかけた際にモー
ターを発電機として作動させ、発生した電力（回生電力）
を架線に戻すことで他の電車が使えるようにする装置で
す。1999年に全車両への装備が完了しました。

（注）横軸は未装備車の使用電力量を100とした場合の数値
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最短ルートで経由するため、効率的に利用できる

従来

上下線一括き電化
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回生ブレーキ
未装備車
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回生ブレーキ

装備車

新型VVVF
装備車

100
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55

消費電力

  68％
削減

最
大

消費電力
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削減

8000系車両の消費電力削減効果

駅照明 自動券売機
駅設備で
使用される
電力（交流）

電車の走行用電力
（直流）

周囲を走行中の電車

放電 充電
電気の流れ

架線

エスカレーター

回生電力
貯蔵装置

駅設備

回生ブレーキ

駅舎補助電源装置
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流
）

低炭素社会を目指して
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▶LED照明導入
●駅などのLED化
　駅舎・ホームや車両基地に、従来の照明設備に比べて
大幅に消費電力を削減できるLED照明の導入を進めてい
ます。また、柴崎駅～西調布駅間と調布駅～京王多摩川
駅間の地下化にあわせて、トンネル内の照明設備にも
LEDを用いています。

●車両のLED化
　車両の客室内照明を蛍光灯からＬＥＤへの置き換えや、
車両前照灯のＬＥＤ化を進めています。これにより、明るさ
は変わらずに消費電力が従来に比べ約２分の１になるほ
か、長寿命のため交換サイクルが長くなることから廃棄物
の削減にもつながっています。

●自然採光
　ホームやコンコースの屋根に自然採光の工夫を行うこ
とで、照明の消灯に努めています。

▶その他の省エネルギー対策
●エスカレーター更新
　老朽化が進んでいるエスカレーターについて、更新を
進めています。一定時間ご利用がない場合に、運転速度
を減速または自動的に停止する機能のあるエスカレー
ターへ更新することにより、従来より最大約35％の消費
電力削減が図れます。2018年度は京王多摩センター駅
にてエスカレーターの更新を行いました。

●遮熱・断熱フィルム
　夏の冷房期、冬の暖房期に約10％の節電効果が期待
される遮熱・断熱フィルムを電車の窓に順次貼り付けてい
ます。
　京王線では342両、井の頭線では50両の客室窓に整
備しています。

●環境配慮型の変圧器
　脱化石資材・低炭素社会に配慮し、CO2排出量を従来
の物と比べ約６５％削減できる変圧器を上北沢変電所に、
２基、駒場東大前変電所に１基導入しています。

駅構内のLED照明

車両のLED照明

京王多摩センター駅
エスカレーター

自然採光の屋根

上北沢変電所
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▶建物の省エネルギー化
　キラリナ京王吉祥寺では、壁面・屋上緑化をしており、
壁面緑化の潅

かん

水
すい

には、井戸水を使用することで、水資源を
守っています。また、氷蓄熱システムを導入し、電力需要
の下がる夜間電力を利用して氷を作り、日中の冷房に利
用することで、夏場のピーク時における省エネルギー化を
図っています。
　メルクマール京王笹塚では、緑化のほかにも、水平庇と
高遮熱断熱ガラスなどを取り入れ、ヒートアイランド現象
軽減などを図っています。

▶Ecoパートナーに認定
　キラリナ京王吉祥寺は、武蔵野
市から、ごみ減量資源化推進事業
所（Ecoパートナー）として認定、
表彰されています。

▶LED照明導入
　当社およびグループ各社では、ショッピングセンター・
オフィス・ホテルなどの施設において、LED照明を積極的
に導入しています。

 �グループによる電力・ＣＯ2排出量 
削減の取り組み

▶電気バス・ハイブリッドバス
　西東京バスでは、羽村市から運行を受託しているコ
ミュニティバス「はむらん」において、定期路線バスでは日
本初となる小型電気バスによる運行を行っています。
　また、京王電鉄バスグループ・西東京バスではハイブ
リッドバスを16両導入しています。

▶ハイブリッドタクシー・アイドリングストップ車
　京王自動車グループでは、タクシーにハイブリッド車や
アイドリングストップ車を導入し、エネルギーの効率利用
に取り組んでいます。

建物の省エネルギー化を図るキラリナ京王吉祥寺（左）とメルクマール京王笹塚（右）
小型電気バス（コミュニティバス「はむらん」）

ハイブリッドバス

ハイブリッドタクシー

京王プラザホテル本館フロントLEDシャンデリア
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 再生可能エネルギーの活用

　京王グループでは、再生可能エネルギーの活用に積極的に取り組んでいます。

2014 2015 2016 2017 2018 （年度）

（kWh）
500

400

300

200

100

0

■ 太陽光発電の合計発電能力の推移

▶岩手県で「太陽光発電事業」を開始
　神奈川県相模原市に続き、岩手県宮古市において、
2019年秋に太陽光発電事業の開始を予定しています。

■ 太陽光発電事業の取り組み
開始時期 設置パネル数 発電能力

神奈川県相模原市 2015年2月 1,021枚 302kW
岩手県宮古市 2019年秋 11,488枚 2,872kW

神奈川県相模原市の太陽光発電システム
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 �資源の有効活用

▶車両洗車時の節水
　京王線の若葉台工場では、「処理水再利用装置」を導入
し、使用済みの水の汚れを取り除くほか、工場内の湧水を
活用し、洗浄水などに利用しています。現在、利用してい
る水の半分以上はこの装置により処理されたものです。
　また、若葉台と高幡不動の車両基地では、車両洗浄に
使用する水を従来に比べ約半分にできる車両洗浄装置を
導入しています。

▶リサイクル
●きっぷ
　使用済みきっぷをリサイクルして、駅のトイレットペー
パーとして使用しています。

●ペットボトル
　駅売店などで回収された飲料用ペットボトルをリサイク
ルし、駅の案内板に使用しています。

▶間伐材を使用したベンチ
　一部の駅に木の温かみを感じられる木製ベンチを設置
しています。素材には、多摩地域で発生した間伐材を使用
しています。

▶〜笹塚駅前広場〜
　地元の方々と共同制作のベンチを設置
　笹塚駅前広場に地元の方々と共同で、デジタル加工技
術を活用し、オリジナル木製ベンチを制作し設置しました。
　木材の一部に
は多摩産材も使
用しています。

節水型車両洗浄装置

伊予鉄道3000系（元京王3000系）

　都心で育つ子どもたちにとって、木々を意識する機会はそ
う多くありません。地域の木材を使うことで持続可能な社会
づくりに貢献するとともに、自然とのつながりを再認識してほ
しいという思いからこのベンチを制作しました。駅前の広場
に設置することで都心にいながらも木の温もりを身近に感じ
ることができると考えています。

子どもたちに
木の温もりを
感じてほしい

秋吉 浩気
VUILD 株式会社 代表取締役

VOICE

▶車両のリニューアル・再生
　京王重機整備では、現役車両のリニューアル工事や京
王電鉄他を引退した車両の再生化工事を実施していま
す。全国の鉄軌道事業者のニーズに合わせ、新造車同様
に再生した改造車両を、約200両提供しています。

循環型社会を目指して

広場に設置された
オリジナル木製ベンチ
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▶環境負荷を低減した「リノベーション事業」を展開
　既存建物を再生し、魅力ある住宅を供給するリノベー
ション事業は、限られた資源を有効に使い、CO2排出を抑
制する環境にやさしい手法です。例えば、リビタが手がけ
た「リノア多摩川CORTE」では、省エネ改修によって、ライ
フサイクルCO2※1を70％削減、廃材発生量※2を91％削
減することができました。

▶ECOステイ
　京王プレッソインでは、連泊のお客様を対象に、お申し
出いただくとタオルやシーツを交換せずに清掃を行い、ク
リーニングの回数を減らして水資源保護・CO2排出削減
を図る「ECOステイ」を推奨しています。ご協力いただい
たお客様には、ミネラルウォーターなどをプレゼントして
います。

0 1000

スクラップ＆ビルド

2000 3000

ライフサイクルCO2の比較

4000［t-CO2］

3000 4000［t］

2373.5［t-CO2］70.7［%］減

■施工 ■資材製造（設備） ■資材設備（仕上げ） ■資材製造（躯体） ■設計監理 ■解体廃棄

リノベーション

スクラップ＆ビルド

リノベーション

0　　　　1000 2000

廃材発生量の比較

6004.3［t］91.7［%］減

京王プレッソイン東京駅八重洲
※1 �ライフサイクルCO2とは、建物の建設から運用、解体までのライフサイクルを通

じて排出される二酸化炭素（CO2）の量を指します。
※2 �廃材発生量とは、建物を解体した場合に発生する材料を指します。建物が与える

地球温暖化への影響を評価する指標です。

　高尾山ケーブルカー「高尾山駅」に隣接する商業施設が2018年
４月、「高尾山スミカ」としてリニューアルオープンしました。
　リビタによるリノベーションによって、多摩産材などの地域色豊
かなオブジェを設置し、高尾山の魅力を発信する基地として生まれ
変わりました。

　京王プラザホテルチェーンでは年間約43万本使
用していたプラスチックストローを、2018年12月
より新宿・多摩・八王子・札幌、4つのチェーンホテル
で原則廃止し、紙製ストローへ移行しました。
　その他、京王百貨店および京王ストアでは、お客
様にマイバッグの持参を呼びかけています。

topics

 �リノベーションにより 
「高尾山スミカ」がリニューアルオープン

 海洋プラスチックゴミ問題への対応
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▶京王クリーンキャンペーン
　1991年から沿線地域の環境保全を目的に、毎年高尾
山や多摩川の清掃活動を行っています。2019年5月には、
高尾山で清掃活動を行い、一般のお客様と京王グループ
社員合わせて862名が参加しました。

▶浅川アユまつり
　2017年から、日野市が主催する漁場としての川の保
全・啓発活動「浅川アユまつり」に参加しています。

▶外来植物駆除
　多摩川には様々な外来植物が生育しており、在来植物
の生育を抑圧するなどの悪影響を及ぼすとされています。
そこで、生物多様性保全協会主催・調布市共催の「多摩川
の外来植物駆除」に参加し、河川敷で駆除活動を行ってい
ます。

▶森林再生への取り組み
　2002年から日本山岳会「高尾の森づくりの会」が裏高
尾（小下沢国有林）で行う森林再生活動を支援しており、
累計約17,000本の苗木提供を行ったほか、下草刈りな
どの育樹活動を行っています。

 生物多様性の取り組み

景信山

御岳山

城山 高尾山

一丁平園地

高尾線

聖蹟桜ヶ丘

多摩動物公園

京王多摩センター高尾山口
相模原線

浅川

多摩川

植樹地の維持管理

育樹活動

親子森林体験スクール

レンゲショウマ保全

京王クリーンキャンペーン

京王クリーンキャンペーン
と稚鮎の放流

浅川アユまつり

調布

外来植物駆除

高尾山での清掃活動

多摩川での駆除活動

浅川アユまつりの様子

自然共生社会を目指して
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▶高尾の森 親子森林体験スクール
　裏高尾において、日本山岳会「高尾の森づくりの会」と
協力して、お子様と保護者の方に、植樹や下草刈りの体
験、水生生物の観察などを通じて、森の大切さを学んでい
ただいています。

▶屋上庭園「ふくにわ」
　「京王リトナード永福町」の屋上庭園「ふくにわ」は、地域
の公園機能を代替し、コミュニティー庭園として利用され
ているほか、井の頭線の線路脇を含む沿線で緑化を展開
していることなどが評価され、都市緑化機構主催の
SEGES（社会・環境貢献緑地評価システム）認定緑地に
選ばれています。

▶線路脇の緑化
　1991年から、線路脇の雑草には除草剤を使わず、人
の手による草刈りを行っています。また、降雨による法面
の崩壊を防ぐとともに、お客様に沿線風景を楽しんでい
ただくため、線路脇へアジサイ・ツツジ・サザンカなどを植
栽し、緑化を行っています。

▶ツバメのフン受け板の設置
　2014年から、ツバメが巣作りをする春から初夏にかけ
て、駅の設置可能な箇所に設置しています。ツバメのフン
でお客様にご迷惑をおかけしないこと、またツバメの生息
環境にも配慮した生物多様性施策の一環です。

▶レンゲショウマ保全
　御岳登山鉄道は、御岳山に群生し絶滅危惧種に指定さ
れている山野草「レンゲショウマ」の保全活動として、みた
け山観光協会などと協力し、群生地での下草刈りやハイ
キングコースの整備を行っています。

自然観察の様子

線路脇の緑化

屋上庭園「ふくにわ」 下草刈り作業

ツバメのフン受け板

レンゲショウマ

自然と触れ合えて、
水の生き物を知るこ
とができて良かった
です。

小学校4年生

保護者様

参加者の声

多くの方々が高尾の山を守っていること
は大変すばらしいと思いました。自分も
何かできることがあるのかと考える良い
きっかけになりました。
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 環境負荷の把握

　当社には「鉄道事業部門」、土地・建物の賃貸・販売を行う「開発事業部門」、会社全般の管理業務を行う「一般管理部
門」があります。それぞれの事業特性に応じて、資源の使用（インプット）とCO2・廃棄物の排出（アウトプット）を定量的に
把握し、企業活動に役立てています。

■ 2018年度の環境負荷レビュー

集計対象は、電車の運行、駅および現業事務所です。
前年度に比べ、CO2排出量、電力使用量ともに減少となりました。
廃棄物排出量においても前年度に比べ2.0％の減少となりました。

  鉄道事業部門

（年度）
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廃棄物排出量 （　）は前年度比

電力 292,985千kWh
都市ガス 196千m3

LPG 2t
石油燃料系 21㎘
水 369千m3

CO2 140,000t-CO2

廃棄物 2,164t

INPUT OUTPUT

集計対象は、本社ビルおよび福利厚生施設です。
前年度に比べ、CO2排出量は同量だったものの電力使用量は増加に転じま
した。

  一般管理部門

電力 1,454千kWh
都市ガス 19千m3

水 13千m3

CO2 757t-CO2

廃棄物 95t

INPUT OUTPUT
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集計対象は、東京都環境確保条例に基づく大規模９事業所です。
前年度に比べCO2排出量、電力使用量ともに減少となりました。
廃棄物排出量は前年度と同量でした。

  開発事業部門

電力 96,246千kWh
都市ガス 1,849千m3

石油燃料系 7kℓ
熱 183,156GJ
水 972千m3

CO2 62,209t-CO2

廃棄物 6,731t

INPUT OUTPUT

環境関連データ
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 環境会計

　環境保全に向けて、2018年度は約67億円の環境投資・費用を行使しました。
　当社は、環境負荷の低減に向けて、列車の騒音振動防止や、駅施設やオフィスビル・店舗などへの高効率照明をはじめ
とした環境配慮設備の導入による省エネルギー化、廃棄物の分別・リサイクルなどのレベルアップに向けて、環境投資を
継続しています。
　2018年度は、オフィスビルなどで空調の効率化やLED照明を導入するなどの省エネルギー施策を推進しました。
　一方、省エネルギー化を図った新型車両５０００系の新造にかかるコストが前年度よりも減少したため、全体で前年度比
7.2％の減少となりました。

※PASMOは、株式会社パスモの登録商標です。

▶2018年度の環境保全コスト（投資・費用額）
内容 主な取り組み 具体的な内容 投資 費用

（1）事業エリア内コスト 4,136 2,465

　①公害防止コスト
●騒音振動防止
●大気汚染防止
●水質汚濁防止

◎連続立体交差化　◎道床更換
◎草刈り　◎低VOC塗料
◎分岐器床板更換

1,903 828

　②地球環境保全コスト 
●省エネルギー化
●モーダルシフト
●オゾン層破壊防止

◎新型VVVFインバータ制御装置導入
◎ノンフロン車内空調機導入
◎可動式ホーム柵設置
◎オフィスビル等の空調機更新・照明LED化

1,670 172

　③資源循環コスト
●廃棄物減量
●廃棄物処理・処分
●廃棄物リサイクル

◎PASMO※関連費用
◎駅清掃費　◎車両清掃費　◎車両座席シート交換
◎駅旅客用トイレ改修 

563 1,465

（2）管理活動コスト
●景観保持
●自然保護・緑化
●教育・啓発

◎植栽管理
◎環境報告書制作 0 100

（3）社会活動コスト
●自然保護・緑化
●環境保全の寄付
●社会的取り組み

◎京王クリーンキャンペーン
◎親子森林体験スクール 0 3

合計 4,136 2,568

コスト総計 6,704

［対象期間］
2018年4月1日～2019年3月31日

［対象範囲］
当社の鉄道事業部門、開発事業部門、一般管理部門で発生した環境保全
コストを対象としています。

（京王グループ各社で発生したコストは含んでいません）

［算定基準］
1. �｢環境省環境会計ガイドライン（2005年版）」および「民鉄事業環境会

計ガイドライン（2008年版）」を参考に集計しています。
2. 環境保全コストとして確実に把握したもののみ計上しています。
3. 減価償却費は計上していません。

■ �環境保全コストの推移
営業収益に対する割合

（年度）
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（▲7.2％）
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（単位：百万円）
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コーポレート・ガバナンス体制（2019年6月27日現在）

 �コーポレート・ガバナンスと内部統制

▶基本的な考え方
　当社グループでは、「京王グループ理念」に掲げる「信頼
のトップブランド」の確立を目指し、「京王グループ行動規
範」に基づき、「住んでもらえる、選んでもらえる沿線づく
り」を進めております。特に鉄道事業においては、皆様から
信頼され、愛される鉄道になるため、「安全に関する基本
方針」および「安全に係る社員の行動規範」を定め、全社
員が一丸となって安全文化の構築に取り組んでいます。
　鉄道事業者として、安全と事業の継続性を確保しなが
ら、「京王グループ理念」に基づき、透明性・公正性を担保
しつつ、迅速・果断な意思決定を行うことにより、株主の皆
様をはじめつながりあうすべての人からの信頼を確保し、
当社グループの持続的な成長と中長期的な企業価値の
向上を図るため、当社ではコーポレート・ガバナンス基本

 

株 主 総 会

監　査

監　査

監　査

監　査

取 締 役 会
［社外取締役］

特別取締役

グループ経営協議会 社　長 常務会

監 査 役 会
［社外監査役］

コンプライアンス委員会

リスク管理委員会

ディスクロージャー委員会

内部統制委員会

監査役室

グループ会社監査役

監査部

会計
監査人

グループ会社 事業部門
一般管理部門

ガバナンス委員会
社外取締役
社外監査役

指名・報酬委員会
［社外取締役］

［　　　 ］

方針に基づき、コーポレート・ガバナンスの充実・強化を推
進してまいります。

▶コーポレート・ガバナンス体制
　監査役会設置会社として、監査役会が取締役の経営や
業務の執行を監査・監督する体制を採っています。さら
に、経営に対する監督機能の強化を図るため、社外取締
役を選任しています。
　一方、当社に課せられた重要な公共的使命を果たし続
け、沿線を中心とした事業の多角的な展開により総合力を
発揮していくため、会社業務に精通した取締役の選任が求
められており、社外取締役以外の取締役が取締役会の多
数を占めています。また、取締役会の諮問機関としてガバ
ナンス委員会および指名・報酬委員会を設置し、グループ
ガバナンスの向上や経営の透明性確保に努めています。

86 京王電鉄株式会社

コーポレート・ガバナンス



▶取締役会

　取締役会は、社外取締役２名および主要なグループ会
社の社長５名を含む18名で構成しており、法令で定められ
た事項はもとより経営上の重要な事項等についての決議
や業務執行の監督を行うほか、時機を捉えた迅速な意思
決定が必要な事案については、会社法に基づく特別取締
役で構成される特別取締役会にて決議を行っています。
　また、常勤取締役で構成する常務会では、取締役会で
決定された方針に基づき、経営上の重要事項についての
審議を行っています。
　さらに、常勤取締役やグループ会社の社長等をメン
バーとするグループ経営協議会において、グループ全体
の経営課題について協議し、グループ経営の強化・推進
をはかっています。

▶監査役会

　監査役会は、社外監査役３名を含む４名で構成し、監査
役は、取締役の職務執行の監査を行うほか、取締役会そ
の他重要な会議に出席し、必要な意見陳述を行っていま
す。また、会計監査人、内部監査部門および内部統制部
門の連携体制を構築しています。さらに、グループ監査役
会を定期的に開催するなど、グループ全体の監査の充
実・強化に取り組んでいます。

▶ガバナンス委員会、指名・報酬委員会

　取締役会の諮問機関としてガバナンス委員会および指
名・報酬委員会を設置し、グループ・ガバナンスの向上や
経営の透明性確保に努めています。
　ガバナンス委員会は、社外取締役を含むメンバーで構
成され、社外取締役の視点を交えて当社グループの企業
戦略等やガバナンス体制について審議を行うとともに、
代表取締役、社外取締役および社外監査役の連携を強化
し、グループの持続的な成長と中長期的な企業価値向上
をはかっています。
　指名・報酬委員会は、社外取締役を含むメンバーで構
成され、役員の人事・報酬について審議し、取締役会に答
申を行っています。

▶内部監査
　内部監査は法令および社内規程等の諸基準への準拠
性、管理の妥当性・有効性の検証を目的とした監査を実施
しており、経営の合理化、業務の改善、効率性の向上およ
び事業の健全な発展のための提言を行っています。
　内部監査の独立性・客観性を保持するため監査部は社
長直轄の組織としており、2019年3月末現在、33名が在
籍しています。
　グループ会社の常勤の監査役は、原則として監査部に
所属しており、相互に連携をはかることによりグループ全
体の監査体制の充実・強化に取り組んでいます。

開催状況 回数

取締役会 11回

特別取締役会による決議 0回

常務会 29回

グループ経営協議会 4回

開催状況 回数

監査役会 15回

グループ監査役会 10回

開催状況 回数

ガバナンス委員会 2回

指名・報酬委員会 2回

２０１8年度 開催状況

２０１8年度 開催状況

２０１8年度 開催状況
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 �コンプライアンス

▶基本的な考え方
　京王グループにとっての「コンプライアンス」とは、「法
令遵守にとどまらず、社会の規範やルールまで含めて遵
守することで、社会の期待に応える」ことであると考えて
います。京王グループ行動規範（P.5）を実践し、誠実な企
業としてお客様や社会から一層の信頼を獲得したいと考
えています。

▶コンプライアンス体制
　当社では、「コンプライアンス委員会」が中心となって、
グループ全体のコンプライアンス体制を推進しています。

「コンプライアンス委員会」は当社総務法務部分担役員
が就く委員長、外部有識者、事務局により構成され、コン
プライアンスに関する各種取組みの検証や改善策の検討
等を行っています。
　京王グループでは、コンプライアンス上の問題の早期
発見と解決を図るため、「京王ヘルプライン」（社内窓口：
当社総務法務部、社外窓口：弁護士事務所）を設けていま

▶内部統制システムの強化
　「京王グループ内部統制システムに関する基本方針」の
もと、内部統制の整備状況を確認・検証し、必要に応じた
見直しを行っています。また、内部統制に関する体制を統
括するため、内部統制委員会を設置しているほか、財務
報告に関わる内部統制についても専任部署を設けてグ
ループ全社で取り組んでいます。
　なお、2018年度に京王観光株式会社の一部支店の団
体旅行業務で不正行為が行われていたことが判明しまし
た。同社は本件発覚後、外部の弁護士を交えて事実関係
の調査と原因究明を行い、信頼回復に向けて全社員が一
丸となって、再発防止に取り組んでいます。また、当社グ
ループで本件が発生したことを重く受け止め、京王観光
株式会社および当社における京王グループ全体の内部
統制システムについて、検証チームを設置の上検証し、グ
ループ内部統制体制の強化に取り組んでいます。

す。京王グループの全従業員と取引先の方が利用でき、
通報内容についてコンプライアンス上の疑義があるもの
は速やかに調査・対応を行っています。

▶コンプライアンス意識の浸透
　京王グループで働く一人ひとりにコンプライアンス意
識が浸透するよう、「京王グループコンプライアンスブッ
ク」を全従業員に配布しています。このほか、職位や職種
に応じた研修の実施や、時事的な話題をテーマとした「コ
ンプライアンス・トピックス」を毎月発信するなど、継続的
に啓発を行っています。

京王グループコンプライアンス・ブック コンプライアンス・トピックス

● コンプライアンス体制

コンプライアンス委員会

京王電鉄各部・京王グループ各社

委員長 外部有識者 事務局

社員 社員 社員

京
王
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
相
談
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 �リスクマネジメント

▶基本的な考え方
　京王グループでは、「信頼のトップブランド」にふさわし
い適切なリスク管理活動を実施するため、「京王グループ
リスク管理方針」を定め、リスクの低減および発生防止を
目的とした体制を整備しています。

▶リスクマネジメント体制 
　京王グループのリスクマネジメント体制は、平常時の体
制と危機発生時の体制の２つからなっています。平常時
は、コンプライアンス委員長が兼任するリスク管理委員
長のもと「リスク管理委員会」を定期的に開催し、リスク対
策重点項目の設定や対策の実施状況の確認、リスクマネ
ジメントに関する活動報告などを行っています。このほか、

「リスク管理小委員会」「リスク管理分科会」などの組織を
持ち、リスク対策を実効的に行えるようにしています。危
機発生時は当社の社長を本部長とする「危機管理本部」
を設置し、速やかに対応します。

▶災害時における事業継続への取り組み
　大規模災害等のさまざまな緊急事態が発生した場合に
おいて、重要業務を中断させず、仮に中断したとしてもで
きるだけ早急に復旧させることを目的に、BCP（事業継続
計画）を策定しています。また、「京王グループ防災ハンド
ブック」の配布や定期的に訓練を実施するなど、防災意識
の浸透を図っています。

 �情報セキュリティ

▶情報セキュリティ体制
　リスク管理上の重要項目として位置づけ、個人情報を
含む機密情報の取り扱いや、情報システムのＢＣＰ、セキュ
リティを規定した情報管理基本方針に基づき、リスク管理
分科会の一つとして常設で情報セキュリティ分科会を設
置しています。また、セキュリティインシデントに対応する 
ＣＳＩＲＴを設置し内外の情報を集めるとともに、発生した 
インシデントの対応にあたっています。

総合防災訓練の様子

● リスクマネジメント体制（平常時）

● リスクマネジメント体制（危機発生時）

リスク管理委員長（コンプライアンス委員長が兼任）

外部有識者

リスク管理委員会

リスク管理小委員会

リスク管理分科会（テーマ別）

危機管理本部長（社長）

リスク管理委員長

外部有識者

危機管理事務局

危機管理副本部長
［常務取締役以上］

対策委員各部長
各部管理担当課長

各社
危機管理体制
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常務取締役�（鉄道事業本部長） 仲岡　一紀

常務取締役�（開発事業本部長） 川瀬　明伸

常務取締役�（経営統括本部長、財務・情報開示担当） 伊藤　俊司

常務取締役�（�総務法務部・広報部・人事部分担役員、 
コンプライアンス担当、新宿再開発特命担当） 南　　佳孝

取締役�(経営統括本部特命担当） 越水陽太郎 取締役 駒田　一郎

取締役（開発事業本部 ホテル戦略部長） 中島　一成 取締役 丸山　　荘

取締役�（戦略推進本部長） 櫻井　俊樹 取締役 山岸　真也

取締役（鉄道事業本部副本部長、計画管理部長） 寺田雄一郎 取締役 若林　克昌

取締役�（経営統括本部 グループ事業部長） 都村　智史 常勤監査役 水野　　諭

取締役 高橋　　温 常勤監査役 竹川　浩史

取締役 古市　　健 監査役 北村　敬子

取締役 山本　　護 監査役 金子　正志

 京王電鉄（鉄道）※1

 京王電鉄バスグループ
　　京王電鉄バス
　　京王バス東
　　京王バス中央
　　京王バス南
　　京王バス小金井
 西東京バス

 京王自動車グループ
　　京王自動車
　　京王自動車城西
　　京王自動車城南
　　京王自動車調布　　

　　京王自動車多摩北
　　京王自動車多摩南
　　京王自動車多摩西
　　京王自動車バスサービス

 京王運輸
 高尾登山電鉄※2

 御岳登山鉄道※2

 京王電鉄（ショッピングセンター）※1

 京王百貨店
 京王ストア
 京王書籍販売
 京王パスポートクラブ
 京王アートマン
 京王食品
 京王グリーンサービス
 セレクチュアー※2

 京王友の会※2

 エリート※2

 京王設備サービス
 京王重機整備（車両整備）※1

 東京特殊車体
 京王建設
 京王ITソリューションズ
 京王アカウンティング
 京王ビジネスサポート
 京王ユース・プラザ
 京王シンシアスタッフ
 京王子育てサポート
 京王ウェルシィステージ
 京王フェアウェルサポート
 新東京エリート※2

 感性AI※2

 京王電鉄（開発）※1

 京王不動産
 京王地下駐車場
 リビタ
 京王重機整備（賃貸）※1 ※1 �事業セグメント分類上、京王電鉄・京王重

機整備が重複して含まれています。
※2 �持分法適用会社です。

会社概要 （2019年3月31日時点） 役員一覧 （2019年6月27日時点）

代表取締役会長

永田　正
代表取締役社長

紅村　康

京王グループ会社一覧 （2019年7月31日時点）

社名 京王電鉄株式会社

会社設立 1948年6月1日

本社所在地
〒206-8502 東京都多摩市関戸一丁目9番地1

（登記上の本店所在地 〒160-0022
東京都新宿区新宿三丁目1番24号）

資本金 590億23百万円

従業員数 2,549名

営業内容 

［鉄道事業］
路線	� 京王線、高尾線、相模原線、 

競馬場線、動物園線、井の頭線
駅数	 69駅
営業キロ	 84.7km
�輸送人員	� 年間6億7,798万人（2018年度実績）
車両数	� 877両 

［開発事業（土地、建物の賃貸業・販売業など）］
新規賃貸資産の開発
賃貸資産の管理・営業
ショッピングセンターの管理・運営
住宅地などの販売

グループ会社数 全56社

京王
グループ

運輸業

流通業

不動産業 レジャー・
サービス業

その他業

 京王プラザホテル
 京王プラザホテル札幌
 京王プレッソイン
 京王プレリアホテル京都
 京王プレリアホテル札幌
 京王観光
 京王エージェンシー
 京王レクリエーション
 レストラン京王
 京王コスチューム※2

 Freshtea Japan※2

フレッシュティー      ジャパン
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京王電鉄路線図

株主の状況

　当社の2019年3月31日現在の株主数は31,195名です。
全体の約7割が、当社沿線に在住されている個人株主です。

●	株式の状況
	 発行可能株式総数	 316,046,000株
	 発行済株式総数	 128,550,830株
	 株主数	 31,195名

●	株主総会
　2019年6月27日に京王プラザホテル八王子にて第98期定時
株主総会を開催し、799人の株主様に出席いただきました。
　当日は、2018年度の事業の経過や業績についてわかりやすく
お伝えするよう努めました。

●	株式分布状況（2019年3月31日現在）

金融機関
58,902千株

個人・そのほか
34,586千株

外国法人等
17,372千株

そのほかの法人
10,523千株

自己名義株式
6,447千株

証券会社
717千株

45.82%

26.90%

13.51%

8.19%

0.56%

5.02%

当社は、以下のサステナビリティ／ESG指数の
構成銘柄に選定されています。

SNAMサステナビリティ・インデックス MSCIジャパンESGセレクト・リーダーズ指数
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